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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）、市議会だよりは１・４・７・１０月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。

�
市
民
う
た
ご
え
祭
り　

み
ん

な
で
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん

か　

懐
か
し
い
歌
を　

６
月　
１７

日（
日
）午
後
２
時
開
演
。
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
。
無
料
。
車
い

す
可
。
�
田
口
０
５
０
（
３
４

５
８
）
４
９
８
７

�
あ
じ
さ
い
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー　

６
月　

日
（
日
）
午
後
６

１７

時
〜
９
時
。
福
祉
会
館
市
民
ホ

ー
ル
。
会
費
１
千
円（
抽
選
会
、

飲
み
物
付
）。
�
小
平
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
・
宮
尾
０

９
０
（
３
０
８
９
）
３
８
４
７

�
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
無
料
体
験
会

　

６
月　

日（
金
）午
前　

時
〜

２９

１０

正
午
。
市
民
総
合
体
育
館
。
女

性
の
み
。
�
小
平
ラ
ン
デ
ィ
・

宮
入　

（
３
４
７
）
６
４
７
８

０４２

（
午
後
８
時
以
降
）

�
ハ
ー
モ
ニ
カ
無
料
講
習
会　

７
月
〜
９
月
の
第
２
〜
４
土
曜

日
午
前
９
時
〜　

時
。
仲
町
公

１１

民
館
。
教
材
費
７
百
円
。
Ｃ
調

ハ
ー
モ
ニ
カ
持
参
。
初
心
者
、

多
少
経
験
の
あ
る
方
。
申
込
み

…
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ツ
小
平
・

奈
良
へ
�　

（
３
４
４
）
７
２

０４２

３
７
（
午
後
６
時
〜　

時
）

１０

�
初
心
者
向
け
株
式
投
資
入
門

講
座
（
Ｓ
コ
ー
ス
）　

６
月　
１６

日
か
ら
の
土
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
。
全
６
回
。
鈴

３０

木
公
民
館
。
無
料
。
申
込
み
…

コ
ー
ス
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
は
が
き

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
イ
プ
ロ
シ
ス
Ｓ

コ
ー
ス
係
（
〒　

�
０
０
２
５

１０３

　

中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
１
�

５
�
８
）
へ
�　

（
３
６
６
７
）

０３

８
１
８
３
、
�　

（
３
６
６
７
）

０３

８
４
６
４

�
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
０
７
小

平
歌
謡
祭　

６
月　

日
（
日
）

２４

午
前
９
時　

分
開
場
、　

時
開

３０

１０

演
。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー

ル
。
無
料
。
審
査
員
…
山
中
博

氏
（
作
曲
家
）、
丸
山
雅
仁
氏

（
作
・
編
曲
家
）
ほ
か
。
歌
謡

シ
ョ
ー
…
カ
ラ
オ
ケ
天
国
、
コ

ン
テ
ス
ト
ほ
か
。
主
催
…
ナ
ポ

リ
歌
謡
教
室
（
小
平
市
歌
謡
連

盟
所
属
）。
後
援
…
小
平
市
、

小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
。
�

小
平
歌
謡
祭
事
務
局
０
４
２

（
４
６
２
）
８
９
６
４

�
武
蔵
野
美
術
大
学
校
友
会
第

　

回
特
別
講
演
会　

ク
リ
エ
イ

２５テ
ィ
ブ
で
あ
り
続
け
る
こ
と　

７
月
７
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

６
時　

分
。
武
蔵
野
美
術
大
学

３０

（
小
川
町
１
�
７
３
６
）。
無

料
。
２
百　

人
。
講
師
…
奥
山

５０

清
行
氏
（
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
）。

申
込
み
…
６
月　

日
（
月
）
ま

２５

で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
を

記
入
し
、
武
蔵
野
美
術
大
学
校

友
会
�
講
演
係
（
〒　

�
８
７

１８０

９
０　

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町

３
�
３
�
７
）
へ
（
先
着
順
）

�
０
４
２
２
（　

）
６
４
０
７
、

２２

�
０
４
２
２
（　

）
７
６
１
２

２２

 
★
小
平
こ
ど
も
劇
場　

月
会
費

１
千
５
百
円
（
４
歳
以
上
）、
百

円（
３
歳
以
下
）。
例
会
…
劇
団

風
の
子
公
演
「
と
べ
！
夢
ひ
こ

う
き
」（
４
歳
以
上
）。
６
月　
２３

日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
。
小

平
六
小
体
育
館
。
�
小
平
こ
ど

も
劇
場　

（
３
４
７
）７
２
１
１

０４２

★
日
本
将
棋
連
盟
小
平
支
部　

将
棋
道
場
。
第
２
日
曜
日
小
川

西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
・
第
３
日

曜
日
鈴
木
地
域
セ
ン
タ
ー
・
第

４
日
曜
日
学
園
西
町
地
域
セ
ン

タ
ー
、
午
後
１
時
〜
５
時
。
年

会
費
４
千
円
。
�
村
上
０
４
２

（
４
６
５
）
４
０
５
４

★
桐
壺　

源
氏
物
語
を
読
ん
で

解
説
。
第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時　

分
〜
正
午
。
上
水
南
公

４０

民
館
。
月
会
費
２
千
円
。
�
尾

蒼　

（
３
４
１
）
７
５
７
３

０４２
★
リ
ト
ミ
ッ
ク　

ポ
ピ
ン
ズ　

第
２
・
４
木
曜
日
午
前　

時
〜

１０

　

時
。
上
水
南
公
民
館
。
１
回

１１１
千
円
。
�
小
林
０
４
２
（
４

０
０
）
７
５
５
４

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

か
す
み
草　

第
２
・
４
月
曜

日
午
後
１
時　

分
〜
４
時
。
天

３０

神
地
域
セ
ン
タ
ー
。
月
会
費
２

千
円（
花
材
費
別
）。
�
う
か
い

　

（
３
２
２
）
４
８
２
９

０４２★
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
＆
ス
ト
レ
ッ

チ　

ル
ピ
ナ
ス　

木
曜
日
午
前

　

時　

分
〜
正
午
。学
園
東
町
・

１０

５０

学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
。
月

会
費
２
千
円
。
初
心
者
、
中
高

年
。
�
坂
田　

（
３
４
５
）
１

０４２

３
４
８

★
生
け
花
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ　

花
梨
の
会　

第
２
・
４
木

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時　

分
。

３０

花
小
金
井
南
公
民
館
。
月
会
費

２
千
円（
材
料
費
別
）。
�
石
井

０
４
２
（
４
５
８
）
８
３
３
９

★
大
正
琴　

琴
翠
会　

第
２
・

４
木
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
。

仲
町
公
民
館
。
月
会
費
２
千
円

（
初
心
者
２
か
月
無
料
）。
琴

の
貸
し
出
し
あ
り
。
� 

原　
０４２

（
３
３
２
）
０
７
６
０

★
日
本
画　

小
桜
会　

第
２
木

曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
。
上
水

南
公
民
館
。
月
会
費
１
千
５
百

円
。
�
荒
川　

（
３
２
２
）
２

０４２

７
７
８

★
ピ
ラ
テ
ィ
ス　

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ

　

第
２
・
４
土
曜
日
午
前　

時
１０

〜
正
午
。
中
央
公
民
館
。
月
会

費
２
千
円（
資
料
代
別
）。　

歳
２０

代
〜　

歳
代
の
女
性
。
�
吉
野

３０

０
９
０
（
４
２
４
２
）
７
２
６

９
（
午
後
８
時
以
降
）

★
小
平
バ
ー
ド
・
カ
ー
ビ
ン
グ

　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前
９
時

　

分
〜
正
午
。
中
央
公
民
館
。

３０月
会
費
２
千
円
。
�
浜
口　
０４２

（
３
４
４
）
５
１
２
１

★
３
Ｂ
体
操
サ
ー
ク
ル　

水
曜

日
午
前　

時
〜　

時　

分
。
市

１０

１１

３０

民
総
合
体
育
館
。
月
会
費
３
千

円
。
�
児
嶋
０
８
０
（
５
０
２

３
）
６
２
１
７

★
書
道　

一
翠
会　

第
１
・
３

月
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
。
小

１０

川
東
町
地
域
セ
ン
タ
ー
。
月
会

費
２
千
円
。
�
福
田　

（
３
４

０４２

２
）
２
７
０
８

★
保
育
補
助
者
募
集　

月
曜
〜

金
曜
日
午
後
４
時
〜
７
時
。　

５５

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
。
詳
細
は

ゆ
た
か
保
育
園
へ
�　

（
３
４

０４２

１
）
２
８
３
２

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ������������������������������������������
掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

自
治
基
本
条
例

自
治
基
本
条
例
�

シ
リ
ー
ズ

　

今
後
は
、
８
月
ま
で
に
、

各
部
会
で
テ
ー
マ
ご
と
に
、

条
例
案
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
し
て
、
９
月
か
ら
全
体
会

を
開
催
し
て
、
各
部
会
で
検

討
し
た
内
容
に
つ
い
て
協
議

し
、
自
治
基
本
条
例
案
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

　

市
民
の
会
議
の
要
旨
な
ど

に
つ
い
て
は
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
部
自
治

基
本
条
例
担
当
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
８
２

月　

日
の
午
後
７
時
か
ら
、

１２
参
加
者　

人
）

２５

　

最
初
に
全
体
会
を
開
催
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
長
、

副
部
会
長
の
紹
介
を
行
い
、

部
会
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
、
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
行
財
政
再
構
築

プ
ラ
ン
と
市
民
参
加
の
推
進

に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
、

勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
全
体
会
の
あ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
１
回
目

の
部
会
を
開
催
し
、
検
討
テ

ー
マ
に
つ
い
て
各
自
の
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
会
議
で
は
、
現

在
、
４
つ
の
部
会
に
分
か
れ

て
自
治
基
本
条
例
案
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
全
体
会
を

開
催
し
、
そ
の
中
で
部
会
を

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
部

会
単
位
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

�
第
８
回
市
民
の
会
議
（
５

市
民
の
会
議
で

話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
�

雨水浸透ますの模型

粘土層（不透水層）粘土層（不透水層）
れき層れき層 地下水地下水

��雨水浸透ます 雨水浸透ます

表３　６５歳以上の方に適用されていた非課税措置の廃止に伴う
経過措置

平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度区　分

課税
（減額なし）

課税
（１/３を控除）

課税
（２/３を控除）非課税所得割住　

民　

税
市民税 3,０００円
都民税 １,０００円

市民税 ２,０００円
都民税      ６００円

市民税 １,０００円
都民税     ３００円非課税均等割

　平成１８年度分から、６５歳以上の方で前年の合計所得金額が１２５万円以
下の方に適用されていた非課税措置が廃止されました。ただし、平成１７
年１月１日現在で６５歳に達していた方（昭和１５年１月２日以前に生まれ
た方）は平成１８年度・１９年度、経過措置（所得割・均等割税額の控除）
があります。

表１　住民税と所得税の違い（平成１８年中に得た所得があった場合）

取扱機関納付の方法課税の方法

税 務 署

①年末調整で精算されま
す。

②平成１９年２月１６日～３
月１５日に確定申告をして
納付します。

①給与所得者の場合は平成１８年１
月～１２月の毎月の給与やボーナス
から一定の額で源泉徴収されます。

②給与以外の所得がある場合は、
平成１８年分の確定申告によって過
不足を調整し、精算となります。

所　

得　

税

市 役 所

①特別徴収の方
平成１９年６月～平成２０年
５月の毎月の給与から天
引き（特別徴収）されま
す。ボーナスからの天引
きや年末調整はありませ
ん。
②普通徴収の方
平成１９年６月（７月２日
が納期限）・８月・１０月、平
成２０年１月の年４回に分
けて納めていただきます。
納税通知書は、市から送
付します。

年末調整か確定申告によって、平
成１８年中の所得が定まります。

定まった所得から税額を計算し、
課税します。

※平成１９年度に課税の対象となる
所得は、平成１８年中に得たもので
す（前年の所得に応じて課税とな
ります。平成１９年１月以降の所得
に係る住民税は平成２０年６月から
課税されます）。

住　

民　

税

�

　

市
で
は
、
屋
根
に
降
っ
た
雨

水
を
地
下
へ
浸
透
さ
せ
る
「
雨

水
浸
透
ま
す
」
の
設
置
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
は
、
水
環
境

問
題
の
改
善
や
、
雨
ど
い
か
ら

流
れ
出
る
雨
水
に
よ
る
庭
の
浸

水
に
お
困
り
の
お
宅
に
も
た
い

へ
ん
効
果
的
で
す
。
助
成
金
の

範
囲
内
で
、
雨
水
浸
透
ま
す
１

基
程
度
の
設
置
が
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
�

　

（
３
４
６
）
９
８
３
１

０４２
 

�
浸
水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適　

下
水
道

　

東
京
都
で
は
、
雨
期
に
向
か

う
６
月
を
浸
水
対
策
強
化
月
間

６

月

は

浸
水
対
策
強
化
月
間

と
定
め
、
下
水
道
施
設
の
安
全

性
の
確
保
と
都
民
の
皆
さ
ん
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
雨
が
一
目
で

わ
か
る
「
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p：
/
/

w
w
w
.
g
e
s
u
i
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y

o
.
j
p

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

東
京
都
下
水
道
局
流

域
下
水
道
本
部
�
０
４
２
（
５

２
７
）
４
８
２
８

 　

先
の
大
戦
で
外
地
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書

状

を

贈

呈

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民

１９

税
（
住
民
税
）
の
納
税
義
務
者

は
、
平
成　

年
１
月
１
日
（
賦

１９

課
期
日
）
現
在
で
、
次
に
該
当

す
る
方
で
す
。

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

▽
市
内
に
住
所
は
な
い
が
家
屋

敷
や
事
務
所
・
事
業
所
な
ど
が

あ
る
方

 　

住
民
税
と
所
得
税
は
、
と
も

に
個
人
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
る
税
で
、
課
税
の
対
象
と

な
る
所
得
の
年
分
は
同
じ
で
す

が
、
課
税
方
法
な
ど
に
違
い
が

あ
り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

 
▽
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら

納

税

義

務

者

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

住
民
税
と
所
得
税
の
違
い

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

な
い
方

�
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
方

�
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡

婦
ま
た
は
寡
夫
で
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
百　

万
円
以
下
の

２５

方▽
均
等
割
が
か
か
ら
な
い
方

（
表
２
参
照
）

▽
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
方

（
表
２
参
照
）

 　

住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措

置
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経

過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

１７

　

歳
以
上
の
方
（
昭
和　

年
１

６５

１５

月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

百　

万
円
以
下
の
方
は
、
平
成

２５

　

年
度
ま
で
住
民
税
が
非
課
税

１７で
し
た
が
、
平
成　

年
度
か
ら

１８

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す

る
た
め
、
平
成　

年
度
分
は
３

１８

分
の
２
を
控
除
、
平
成　

年
度

１９

分
は
３
分
の
１
を
控
除
、
平
成

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

年
度
分
以
降
全
額
課
税
と
な

２０る
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
（
表
３
参
照
）。

 　

住
民
税
は
、
市
民
の
方
々
に

均
等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

「
均
等
割
」
と
、
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
所
得

割
」
が
あ
り
ま
す
。

　

均
等
割
は
４
千
円
で
す
（
う

ち
都
民
税
分
１
千
円
）。

　

所
得
割
は
、
一
律　

％
で
す

１０

（
う
ち
都
民
税
分
４
％
）。

 　

平
成　

年
度
の
市
民
税
・
都

１９

民
税
納
税
通
知
書
（
普
通
徴
収

の
方
）
を
、
次
の
と
お
り
発
送

し
ま
す
。

▽
普
通
徴
収
（
年
４
回
に
分
け

て
個
人
で
納
め
て
い
た
だ
く

方
）
…
６
月
６
日
（
水
）

※
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
に
は
、
口
座
振
替
納
税
者
用

の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。 住

民

税

の

税

率

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

納
税
通
知
書
を
発
送

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

※
市
民
税
・
都
民
税
が
か
か
ら

な
い
方（
非
課
税
の
方
）へ
は
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

▽
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
で

納
め
て
い
た
だ
く
方
）
…
５
月

　

日
（
木
）
に
勤
務
先
へ
発
送

１０済
み

 　

平
成　

年
度
の
市
民
税
・
都

１９

民
税
課
税
・
非
課
税
証
明
書
が

必
要
な
方
に
は
、
６
月
６
日

（
水
）
か
ら
証
明
書
発
行
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
（
特
別
徴

収
の
方
は
５
月　

日
（
木
）
か

１０

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

  　

平
成　

年
度
分
の
固
定
資
産

１９

税
・
都
市
計
画
税
は
、
平
成　
１９

年
１
月
１
日
現
在
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
と
し

て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

証
明
書
が
必
要
な
方
は

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

固
定
資
産
税
・

固
定
資
産
税
・ 

都
市
計
画
税

都
市
計
画
税

納

税

義

務

者

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
納
税
義

務
者
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
平
成　

年
中

１９

に
売
買
な
ど
に
よ
っ
て
所
有
者

が
変
わ
っ
て
も
納
税
義
務
者
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
売
買
契
約
な
ど
で
所

有
期
間
に
応
じ
、
固
定
資
産
税

の
負
担
割
合
を
売
り
主
と
買
い

主
の
双
方
に
割
り
ふ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
あ
く

ま
で
も
当
事
者
間
の
約
束
に
と

ど
ま
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
も

納
税
義
務
者
は
１
月
１
日
現
在

の
所
有
者
と
な
り
ま
す
。

 　

固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
小

平
市
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の

市
で
は
地
方
税
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
標
準
税
率「
百
分
の　

」
１.４

を
適
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

評
価
方
法
も
総
務
大
臣
が
定
め

た
全
国
統
一
の
「
固
定
資
産
評

価
基
準
」
に
基
づ
き
評
価
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
都
市
計
画
税
は
固
定

資
産
税
と
同
じ
評
価
額
を
基
に

税
率
と
評
価
方
法

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
用
紙
は
高
齢
者
福
祉
課

（
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２

階
）
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
請

求
期
限
は
平
成　

年
３
月　

日

２１

３１

ま
で
で
す
。

問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室
業
務
担
当
�　

（
５
２
５

０３

３
）
５
１
８
２

 　

金
婚
式
（
結
婚　

周
年
）
を

５０

迎
え
た
ご
夫
婦
に
、
カ
タ
ロ
グ

ギ
フ
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

対　

象　

平
成　

年
９
月　

日

１９

１５

現
在
、
婚
姻
届
を
提
出
後　

年
５０

を
超
え
て
い
て
（
昭
和　

年
９

３２

月　

日
以
前
に
婚
姻
届
を
提

１５
出
）、
小
平
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

ご
夫
婦

※
す
で
に
贈
呈
を
受
け
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

▽
小
平

市
に
本
籍
が
あ
る
方
…
印
鑑

▽
小
平
市
外
に
本
籍
が
あ
る
方

…
戸
籍
謄
本

▽
外
国
人
登
録
の
方
…
婚
姻
届

受
理
証
明
ま
た
は
婚
姻
届
日
が

確
認
で
き
る
も
の

申
込
み　

７
月　

日
（
火
）
ま

３１

で
に
、
高
齢
者
福
祉
課
（
健
康

福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２
階
）、

東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市

金
婚
記
念
品
を
贈
呈

役
所
へ
申
請

※
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
は
９
月
初

旬
に
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
業
務

係
（
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー

内
）
�　

（
３
４
６
）９
６
４
２

０４２

 　

７
月
〜
８
月
中
旬
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

コ
ー
ス　

パ
ソ
コ
ン
入
門
、
ワ

ー
ド
初
級
・
中
級
・
上
級
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
、
エ

ク
セ
ル
初
級
・
中
級
、
デ
ジ
カ

メ
・
画
像
処
理
、
自
由
コ
ー
ス

（
個
人
授
業
方
式
）

と
こ
ろ　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

対　

象　

中
学
生
以
上

※
日
程
、
費
用
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
案
内
は
、
公
民
館
、
地

域
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　

６
月　

日
（
月
）
ま

１８

パ
ソ
コ
ン
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名
・

番
号
を
記
入
の
う
え
、
小
平
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

�
０
０
３
１　

小
川
東
町
四

１８７丁
目
２
番
１
号　

小
平
元
気
村

お
が
わ
東
内
）
へ
（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
、
自
由
コ
ー

ス
は
空
き
が
あ
れ
ば
開
催
日
の

１
週
間
前
ま
で
随
時
電
話
で
も

受
付
）
�　

（
３
４
４
）
２
１

０４２

２
０
・
２
１
０
８

 　

小
河
内
ダ
ム
の
し
ゅ
ん
工　
５０

周
年
を
記
念
し
て
、
記
念
切
手

を
販
売
し
、
奥
多
摩
湖
ふ
れ
あ

い
ベ
ン
チ
の
寄
付
金
を
募
集
し

ま
す
。
ま
た
、
ダ
ム
作
品
展
覧

会
の
作
品
も
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

東
京
都
水
道
局
浄
水

部
管
理
課
�　

（
５
３
２
０
）

０３

６
４
３
７

記
念
切
手
を
販
売

寄
付
金
・
作
品
募
集

小

河

内

ダ

ム

し
ゅ
ん
工　

周
年
記
念

５０

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
�
危
険
物　

心
の
ゆ
だ
ん
が　

事
故
の
も
と

　

６
月
３
日
〜
９
日
は
、
危
険

物
安
全
週
間
で
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
な

ど
の
燃
料
類
の
ほ
か
、
家
庭
で

利
用
し
て
い
る
接
着
剤
や
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品

な
ど
、
身
近
に
も
多
く
の
危
険

物
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
身
近
で
使
わ

れ
て
い
る
危
険
物
の
取
り
扱

い
、
廃
棄
、
保
管
方
法
や
危
険

性
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
、

危
険
物
に
か
か
る
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

�
危
険
物
火
災
演
習

と　

き　

６
月
８
日
（
金
）　

午
前
９
時
〜
９
時　

分
３０

と
こ
ろ　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
工
場

危
険
物
安
全
週
間

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

�　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
服
を

持
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
、

「
検
察
審
査
会
」が
あ
り
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、　

人
の

１１

審
査
員
が
事
件
の
審
査
に
当
た

り
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙
権

を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か

ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
ま
す
。
審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

八
王
子
検
察
審
査
会

事
務
局
�
０
４
２
（
６
４
２
）

５
１
９
５

検
察
審
査
員
に

選

ば

れ

た

ら

ご

協

力

を

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
１
期
）

※
納
付
は
、
７
月
２
日

（
月
）
の
納
期
限
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
市
民
税
・
都
民
税
の
納

税
通
知
書
は
、
６
月
６
日

（
水
）
に
発
送
し
ま
す
。

�
夜
間
納
税
窓
口

と　

き　

６
月　

日（
月
）

２５

　

午
後
５
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
収

納
課（
入
口
は
庁
舎
北
側
）

※
納
税
通
知
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

収
納
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
７
・

９
５
２
８

6月

今月の

税
額
を
算
出
し
ま
す
が
、
都
市

計
画
事
業
な
ど
の
費
用
に
充
て

る
た
め
の
目
的
税
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
市
の
都
市
計
画
事
業

な
ど
の
実
施
状
況
に
よ
っ
て
若

干
税
率
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
税
法
で
は
「
百
分
の　

を
０.３

上
限
」
と
し
て
税
率
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
小
平
市
は
昭
和　

年
度

６３

か
ら
「
百
分
の
０
・　

」
と
し

２７

て
い
ま
す
。

 　

居
住
用
の
家
屋
が
建
っ
て
い

る
土
地
（
住
宅
用
地
）
に
つ
い

て
は
、
そ
の
税
負
担
を
軽
減
す

る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
２
百
平
方
�
以
下

の
小
規
模
住
宅
用
地
（
２
百
平

方
�
を
超
え
る
場
合
は
、
住
宅

１
戸
当
た
り
２
百
平
方
�
ま
で

の
部
分
）
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
を
、
評
価
額
の
６
分

の
１
（
都
市
計
画
税
で
は
３
分

の
１
）
の
額
と
し
、
小
規
模
住

宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
に
つ

い
て
は
３
分
の
１
（
都
市
計
画

税
で
は
３
分
の
２
）
の
額
と
す

る
特
例
措
置
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
宅
を
取
り
壊

し
て
更
地
に
し
た
り
、
駐
車
場

な
ど
に
活
用
し
た
場
合
、
家
屋

の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
が
、

土
地
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
地

の
特
例
措
置
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
た
め
、
税
額
が
上
が
り
ま

す
。 住

宅
用
地
の
特
例
措
置
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納
税
に
は
便
利
な

納
税
に
は
便
利
な

口
座
振

口
座
振
替
を
替
を

　

ま
た
、
事
務
所
・
店
舗
な
ど

を
住
宅
の
用
途
に
変
更
し
た
場

合
は
、
申
告
に
よ
り
、
住
宅
用

地
の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

 　

所
有
す
る
土
地
の
一
部
を
分

筆
し
な
い
ま
ま
公
衆
用
道
路
と

し
て
一
般
の
方
の
通
行
に
使
用

し
て
い
る
な
ど
、
所
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
道

路
面
積
の
わ
か
る
測
量
図
面
を

添
え
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。
今

年
度
に
申
告
し
た
場
合
、
来
年

度
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

 　

土
地
の
評
価
額
に
変
更
が
な

く
て
も
、
課
税
標
準
額
が
変
わ

り
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
税
負

担
の
公
平
を
図
る
た
め
の
調
整

措
置
が
、
全
国
的
に
行
わ
れ
て

い
る
た
め
で
す
。

　

以
前
は
、
土
地
の
評
価
額
の

水
準
が
市
町
村
や
地
域
に
よ
り

異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
で
は
同
じ
よ
う
な
条

件
の
土
地
で
も
、
地
域
に
よ
っ

て
税
額
が
異
な
る
こ
と
に
な

り
、
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成
６
年
度
に
評

価
額
の
水
準
を
全
国
一
律
に
、

地
価
公
示
価
格
の
７
割
程
度
と

未
分
筆
私
道
の
非
課
税
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税
負
担
の
調
整
措
置
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す
る
制
度
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
税
負

担
が
急
増
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
課
税
標
準
額
を
評
価
額

に
緩
や
か
に
近
づ
け
て
い
く
調

整
措
置
が
引
き
続
き
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
住
宅
用
地
の
場
合
、

課
税
標
準
額
が
評
価
額
に
住
宅

用
地
の
特
例
率
（
６
分
の
１
ま

た
は
３
分
の
１
）
を
乗
じ
た
額

の　

％
に
な
る
ま
で
、
税
額
が

８０
緩
や
か
に
上
が
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
非
住
宅
用
地

（
商
業
地
な
ど
）
は
、
課
税
標

準
額
が
評
価
額
の　

％
に
な
る

６０

ま
で
、
税
額
が
緩
や
か
に
上
が

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 　

新
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て

は
、
専
用
住
宅
で
あ
れ
ば
、　

５０

平
方
�
以
上
２
百　

平
方
�
以

８０

下
の
床
面
積
な
ど
一
定
の
要
件

に
該
当
す
れ
ば
、
固
定
資
産
税

が
一
定
期
間
減
額
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
た
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
年
度
か
ら
３
年
度
分
、
百　
２０

平
方
㍍
を
限
度
と
し
て
、
税
額

が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
３
階
建
以
上
の
中
高

層
耐
火
住
宅
に
つ
い
て
は
、
５

年
度
分
、
税
額
が
２
分
の
１
に

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
１
月
２
日

１５

か
ら
平
成　

年
１
月
１
日
ま
で

１６

新
築
住
宅
の
減
額
措
置
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◇　
　
　
　

◇

問
合
せ　

▽
市
民
税
・
都
民
税

…
税
務
課
市
民
税
普
通
徴
収
係

・
市
民
税
特
別
徴
収
係
�　

（
３

０４２

４
６
）
９
５
２
２
・
９
５
２
３

▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

…
税
務
課
土
地
評
価
係
・
家
屋

評
価
係
�　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

２
４
・
９
５
２
５

▽
市
税
の
納
付
…
収
納
課
管
理

係
・
収
納
係
�　

（
３
４
６
）９

０４２

５
２
６
・
９
５
２
７
・
９
５
２
８

▽
都
税
…
小
平
都
税
支
所
（
花

小
金
井
１
�
６
�　

）
�
０
４

２０

２
（
４
６
４
）
０
０
７
０

▽
国
税
…
東
村
山
税
務
署
（
東

村
山
市
本
町
１
�　

�　

）
�

２０

２２

　

（
３
９
４
）
６
８
１
１

０４２ （
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
は
平
成　

年
１
月
２
日
か

１３

ら
平
成　

年
１
月
１
日
ま
で
）

１４

に
新
築
さ
れ
、
減
額
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
住
宅
は
、
減
額
期

間
満
了
に
よ
り
、
平
成　

年
度

１９

か
ら
は
、
本
来
の
全
額
課
税
と

な
り
ま
す
。

 　

市
内
で
事
業
を
経
営
し
て
い

る
法
人
や
個
人
は
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
る
機
械
や
設
備

な
ど
の
資
産
の
所
有
状
況
を
申

告
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
用
資
産
は
償

却
資
産
と
呼
ば
れ
、
土
地
、
家

屋
と
と
も
に
固
定
資
産
税
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

償

却

資

産
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雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ををををををををををををををををををををををををををををををををを循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循循環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環さささささささささささささささささささささささささささささささささせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう雨水を循環させよう
雨水浸透ますの設置費用を助成

日ごろから問合せの多い市税の基本的な内容などについて
説明します。６月５日の「市民税・都民税、固定資産税特集
号」もあわせてご覧ください。

※加算額は、控除対象配偶者または扶養親族を有する場合のみ加算します。

　　　　　　　　　１月１日現在で夫婦と子が２人の場合（妻と子は収入がない
　　　　　　　　　ものとする）の、夫の非課税限度額

所得が１６１万円（給与収入で約２５５万円）まで非課税均　等　割

所得が１７２万円（給与収入で約２７１万円）まで非課税所　得　割
※ここからさらに扶養親族が１人増えると、３５万円分非課税限度額が上がります
（上表の給与額より金額が高くても非課税になることがあります）。

表２　均等割・所得割の非課税基準

所得金額≦３５万円×（本人・控除対象配偶者・扶養家族の合計数）＋※加算額２１万円均等割非課税

所得金額≦３５万円×（本人・控除対象配偶者・扶養家族の合計数）＋※加算額３２万円所得割非課税

市
民
税

市
民
税
・・

都

民

税

都

民

税

　

市
税
の
納
付
に
は
、
金
融
機

関
な
ど
が
あ
な
た
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
納
付
し
て
く
れ
る
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　

▽
金
融
機
関
・
郵

便
局
へ
申
込
み
…
納
税
通
知
書

と
預
（
貯
）
金
通
帳
、
届
出
印

を
お
持
ち
に
な
れ
ば
簡
単
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
市

外
の
金
融
機
関
な
ど
に
は
口
座

振
替
依
頼
書
が
置
い
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
市
役
所
へ
の
申
込
み
…
口
座

振
替
を
利
用
し
て
い
な
い
方

へ
、
当
初
の
納
税
通
知
書
に
市

受
付
用
の
口
座
振
替
依
頼
書
を

同
封
し
て
い
ま
す
。
こ
の
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

請
印
お
よ
び
預
（
貯
）
金
通
帳

の
届
出
印
を
押
印
し
て
市
役
所

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
場
合
は
、
第
２
期
以

降
か
ら
の
振
替
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
翌

年
度
以
降
も
継
続
し
て
口
座
振

替
さ
れ
ま
す
。

�
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
さ

ん
へ

　

振
替
済
み
の
お
知
ら
せ
は
、

発
送
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
振
替
納
税
を
確
認

す
る
書
面
が
必
要
な
場
合
は
、

収
納
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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モデルケース


